
令和８年５月２２日 

第２７回 生産サークル開催記録   大 阪 計 量 士 会 

会 長 髙橋 夏樹 

ﾘｰﾀﾞｰ 丸本 充博 

 

1 日 時  令和８年５月２２日（金）１５時００分～１７時００分 

2 場 所  エル･おおさか（大阪府立労働センター）本館６階 ６０４号室 

3 出席者  ２４名 （大阪計量士会、及び、大阪府計量管理協会）     

4 司会進行 丸 本  

5 内 容 

5.1 高橋会長 挨拶 

5.2 参加者自己紹介 

自動捕捉式はかり使用状況、本サークルで知りたい内容など 

5.3 アンケートの結果について 

5.4 JIS B7607 自動捕捉式はかり変更点の紹介 

JIS B7607:2026 自動捕捉式はかり 主な変更箇所 

5.5 使用中検査の方法 

・取引・証明用のひょう量５kg 以下の自動捕捉式はかり 

 JIS 附属書 JB に従う 

・取引・証明用のひょう量５kg 超の自動捕捉式はかり 

 JIS 附属書 JB に完全に従う必要はないと考えられるが情報収集を継続 

・取引・証明以外用の自動捕捉式はかり  

 自社で必要な基準を決めてよい（自動はかり Q&A 改定第５版 Q3-7） 

 但し、「法第１０条正確計量の努め」の遵守は必要  

・外部機関への検査の委託など 

 （適管の留意事項 Q8） 

5.6 これまでの検定受検のようすの紹介 

・指定検定機関２社の検定の様子の紹介 

・A&D 社の資料により検定受検前の準備事項等の紹介 

5.7 フリー討議、意見交換 

上記についてのフリー討議。 

以上 


